第１号様式（第１０条関係）

令和　　年　　月　　日

運営主体　　

郵便番号　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　（※）
※本人が手書きしない場合は、記名押印してください。

電　　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年度山口市安心快適住まいる助成事業助成金交付申請書
山口市安心快適住まいる助成事業実施要綱第１０条に基づき、下記のとおり申請します。

記

	1 助成対象工事見積金額（総額）
	金　　　　　　　　　　円（消費税を除く）

	②商品券種別
（デジタル加算）
※選択し✔してください。
	□紙商品券　　　【助成率10％】（上限額5万円）
□デジタル商品券【助成率10％】（上限額10万円）
※デジタル商品券の場合は、申請者のスマートフォン等でちょるPayの会員登録が必要です。
ちょるPayの会員登録をした電話番号

－
－

ユーザーID（数字10桁）



	助成金交付申請額（山口市安心快適住まいる商品券交付額）
	金　　　　　　　　円【①×②】※1,000円未満の端数は切捨てして下さい。
（紙商品券：上限額5万円　デジタル商品券：上限額10万円）

	工事対象住宅の所在地
※選択し✔してください。
	□申請者住所と同じ　□市内で転居　□市外からの転入

	
	※転居・転入の場合は下記に住所を記入してください。

	
	山口市

	新築年月
※選択し✔してください。
	申請時点で新築後１年を　□経過している／□経過していない

	住宅の種類
※種類を選択し
✔してください。
	□個人住宅　　　　□集合住宅　　　　□併用住宅

	
	【併用住宅の場合のみ以下に記入してください。】
建物全体の面積　　　．　　㎡　・　住居部分の面積　　　．　　㎡

	工事種別
※該当する番号を全て○で
囲んで下さい。
	１ 外部工事（屋根、外壁等の建物外部に係る工事）
２ 内部工事（内装、建具、造作等の建物内部に係る工事）

３ 設備工事（台所、浴室、トイレ等の住宅設備に係る工事）　
４ 再生可能エネルギー設備導入に係る工事
５ 既存住宅の増改築工事　　６ 防犯対策関連工事（塀、柵など）
７ 防災対策関連工事　　　　８ 断熱改修工事　　　　９ その他

	施工業者①
	所在地
	山口市

	
	名称
	
	連絡先
	　　　　　（担当：　　　　）

	
	工事見積額
	金　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日

	
	※2社以上の施工業者に発注される場合、2社目以降は第１号様式（別紙１）にご記入ください。
※2社以上の施工業者に発注される場合、第１号様式（別紙３）は、施工業者ごとにそれぞれご記入ください。
※開業日は、本市において施工業者が開業した日を記入してください。

	他助成金との重複確認
※下記の助成金との重複を
確認の上✔してください。
	□下記助成金と対象経費が重複していないことを確認し宣誓します。

	・介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費・山口市重度障がい者等住宅改修費・山口市合併処理浄化槽設置整備事業補助金・山口市住宅･建築物耐震化促進事業費補助金・山口市家庭用浄水器設置補助金・山口市空き家バンク改修事業補助金・その他山口市及び国・県等それに準ずる団体からの補助金等

	＜個人情報保護法に基づく承諾＞

本申請にあたり、私に関係する種々の個人情報については、申請、工事確認、助成などの本件手続の一切に関する限りにおいて、運営主体並びに山口市に提供し、各種連絡、実態調査・分析のために利用されることを承諾いたします。

	　令和　　年　　月　　日

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　（※）
※本人が手書きしない場合は、記名押印してください。


第1号様式（別添）
１．住宅の種類について

　（1）個人住宅：自己の居住の用に供する家屋をいう。

（2）集合住宅：一建物の中に個人住宅が集合したものをいう（マンション等）。

（3）併用住宅：自己が所有する建物に個人住宅部分と非個人住宅部分（店舗として

           　　　使用している部分又は住宅、店舗として賃貸している部分）があるものをいう。併用住宅を選択した場合は、「建物全体の面積」及び「住居部分の面積」を記入してください。
（注1） 建物全体の面積は、直近（令和８年度または令和７年度）の「固定資産税・都市計画税納税通知書」の課税明細書（土地・家屋）の該当となる家屋の面積を記入してください。
（注2） 住居部分の面積は、建物全体の面積のうち、店舗、事務所、事業所として賃貸をしている部分を除いた面積を記入してください。
２．注意事項

（1）工事着手前に助成金交付申請書を提出してください。また、工事着手の時期は交付決定書の発行後にしていただく必要があります。

（2）本助成金の申請は、年度内において１回限りとなります。

（3）屋根等のご自分で工事前の現場写真を撮ることができない箇所については、施工業者に工事を行う直前に撮影してもらい、工事完了届時に工事中・工事後の写真と一緒に提出いただいても構いません。
（4）申請者と施工業者、また借家の場合であれば家主との間において、互いに疑問点のない様、打ち合わせを十分に行い、それぞれが納得・了解ができてから事業申請をするようお願いします。 また、お見積もりは数社から取得することをお勧めします。
（5）申請書類の審査には1か月程度を要する場合があります。なお、申請状況により工事予定時期までに交付決定通知書を発行できない場合がありますので、予めご了承ください。
(6)　商品券種別は、申請後に変更することはできません。
第１号様式（別紙１）
施工業者一覧（申請時用）
住　　所　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　
	施工業者②

	所在地
	山口市

	名称
	
	連絡先
	（担当：　　　）

	工事見積額
	金　　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日

	施工業者③

	所在地
	山口市

	名称
	
	連絡先
	（担当：　　　）

	工事見積額
	金　　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日

	施工業者④

	所在地
	山口市

	名称
	
	連絡先
	（担当：　　　）

	工事見積額
	金　　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日

	施工業者⑤

	所在地
	山口市

	名称
	
	連絡先
	（担当：　　　）

	工事見積額
	金　　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日

	施工業者⑥

	所在地
	山口市

	名称
	
	連絡先
	（担当：　　　）

	工事見積額
	金　　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日

	施工業者⑦

	所在地
	山口市

	名称
	
	連絡先
	（担当：　　　）

	工事見積額
	金　　　　　　　　円（消費税を除く）
	開業日
	年　月　日


※開業日は、本市において施工業者が開業した日を記入してください。

第１号様式（別紙２）

工事 eq \o\ac(○,前)の現場写真

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　
工事箇所：　　　　　　　　　　　　　（例）窓改修前

	※写真は1枚につき、127mm×89mm以上のサイズのものを添付してください。
写真撮影日（令和　　年　　月　　日）

	写真撮影日（令和　　年　　月　　日）


※１　本様式は工事箇所ごとに作成してください。
※２　工事完了後、現地にて写真をもとに工事完成の確認を行うこともありますので、周辺の状況がわかるように、工事 eq \o\ac(○,前)と工事 eq \o\ac(○,中)、工事 eq \o\ac(○,後)の写真は同じ位置から撮影してください。
※３　写真は、１工事箇所につき､最低２枚以上を別角度から撮影してください。

（例）窓とドアの改修の場合、各２枚で合計４枚 

第１号様式（別紙３）

　　　　　住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　
代表者名：　　　　　　　　　
担当者名：　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　

見積に係る確認書
下記の確認事項及び確認書記載の内容は、事実と相似ありません。
１　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　
２　助成対象工事見積金額（税抜き）　金　　　　　　　　　　円
３　添付書類　：　見積書の写し
※見積に係る確認書と同額の見積書（助成対象工事見積金額（税抜き）の分かるもの）を提出してください。
※助成対象とならない工事（下記参照）を含む場合は、対象外の箇所が分かるように明記してください。

	助成対象とならない工事の例

	住宅の新築
	併用住宅のうち、店舗部分に係る改修、増築

	太陽光発電装置、蓄電システム、家庭用燃料電池（エネファーム）の設置
	駐車場・庭の整備

	玄関アプローチの設置・改修（※１）
	カーポートの設置・改修、

	撤去・解体費用（※２）
	シロアリのリフォームを伴わない防除作業
（※２）、散布等

	電気製品・備品（照明器具、エアコン、テレビ、家具、火災報知器、防犯カメラ等）の購入費用
	廃材処分費


※１　段差を解消する為のものは対象となります。
※２　リフォーム工事を伴う撤去・解体費用・シロアリの駆除、その後の防除は対象となります。
申請者





申請者





申請者





申請者





施工業者








